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こ
の
う
ち
、
幌
別
東
小
学
校
の
地

区
別
検
討
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年

10
月
〜
１
月
に
か
け
て
、
５
回
に
わ

た
り
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
議
論
を
始
め
た
当
初
は
、

統
合
あ
り
き
で
な
く
、
近
隣
校
（
幌

別
小
学
校
）
と
の
校
区
調
整
な
ど
他

の
方
法
に
よ
っ
て
存
続
す
る
方
向
を

探
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
隣
校
と
の
校
区
調
整

を
行
っ
た
と
し
て
も
、
小
規
模
化
が

進
む
状
況
に
変
わ
り
は
な
く
、
さ
ら

に
校
区
調
整
の
影
響
に
よ
り
、
幌
別

小
学
校
の
小
規
模
化
の
時
期
が
早
ま

る
結
果
に
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
３
回
目
以
降
の
会
議
で

は
、
統
合
の
方
向
性
を
持
っ
て
、
そ

の
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
議
論
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
地
区
別
検
討
委
員
会

と
し
て
は
、
通
学
方
法
や
踏
切
へ
の

対
応
、
特
色
あ
る
教
育
の
継
承
な
ど

５
つ
の
課
題
に
関
し
、
市
教
育
委
員

会
が
学
校
と
協
力
し
て
、
適
切
な
対

応
を
と
る
こ
と
を
条
件
に
、
幌
別
東

小
学
校
が
幌
別
小
学
校
と
統
合
す
る

こ
と
へ
の
合
意
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
区
別
検

討
委
員
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幌

別
東
小
学
校
と
幌
別
小
学
校
の
統
合

に
関
し
、
最
終
的
な
検
討
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
が

続
け
ば
、
令
和
７
年
度
に
は
、
２
つ

以
上
の
学
年
を
１
つ
に
ま
と
め
た
複

式
学
級
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、

教
員
の
努
力
で
小
規
模
化
の
課
題
を

カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
状
況
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
地
区
別
検

討
委
員
会
の
議
論
を
通
じ
て
保
護
者

や
地
域
住
民
に
も
一
定
の
理
解
を
い

た
だ
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
令
和
７
年
４
月

１
日
に
、
幌
別
東
小
学
校
と
幌
別
小

学
校
を
統
合
す
る
方
向
で
事
務
を
進

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
左
に
記
載
の
と
お
り
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
統

合
の
方
針
案
に
対
し
て
広
く
意
見
を

募
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
令

和
３
年
度
中
に
は
最
終
的
な
結
論
を

出
す
予
定
で
す
。

　
仮
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

経
て
統
合
方
針
を
決
定
し
た
場
合
に

は
、
令
和
４
年
度
中
に
統
合
に
あ
た

っ
て
の
細
か
な
事
項
を
話
し
合
い
、

令
和
５
年
度
に
は
子
ど
も
た
ち
同
士

の
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
令
和

７
年
４
月
１
日
の
統
合
に
備
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

幌別東小学校に関する
地区別検討委員会会長 山田　正幸さん

まさ ゆきやま　だ

地区別検討委員会での
話し合いを経て――

パブリックコメント
（意見公募）を行います

　幌別鉄南地区は、特に学校と地域の結びつきが強い地
域です。地域から学校が無くなることは寂しいというの
が正直なところですが、児童数が減少する中で、どのよ
うに子どもたちの教育環境を確保していくかをみんなで
考え、この地区の子どもたちの育ちを支える責任を感じ、
統合に合意しました。
　ただ、この地域から子どもが居なくなるわけではあり
ませんので、幌別鉄南地区として、放課後の子どもの居
場所づくりなどに引き続き取り組んでいきたいと思って
います。

幌別東小学校の統合に関する方針（案）

幌
別
東
小
学
校
区
の

地
区
別
検
討
委
員
会
に

お
け
る
議
論

統
合
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向
け
た

今
後
の
取
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市
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち

の
数
が
少
な
く
な
る
の
に
伴
っ
て
、

小
・
中
学
校
の
規
模
が
小
さ
く
な
り
、

そ
れ
に
よ
る
課
題
が
生
じ
つ
つ
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
昨
年
８
月
に
、
今

後
35
年
間
の
学
校
配
置
の
あ
り
方
を

示
す
『
将
来
に
お
け
る
小
・
中
学
校

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
全
体
構

想
）
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
令

和
37
年
度
ま
で
の
35
年
間
を
３
つ
の

期
間
（
第
１
期
：
令
和
３
年
度
〜
７

年
度
／
第
２
期
：
令
和
８
年
度
〜
17

年
度
／
第
３
期
：
令
和
18
年
度
〜
37

年
度
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

に
見
込
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
数
を

参
考
に
、
小
・
中
学
校
の
設
置
数
と

個
々
の
学
校
の
変
遷
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
中
で
、
幌
別
東
小
学
校
と
登

別
中
学
校
は
、
第
１
期
中
に
、
そ
れ

ぞ
れ
幌
別
小
学
校
、
幌
別
中
学
校
と

の
統
合
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
策
定
後
、
各
学
校
の
運
営

協
議
会
で
そ
の
内
容
を
説
明
し
た
り
、

特
に
子
ど
も
た
ち
の
減
少
が
目
立
つ

地
域
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
り

す
る
な
ど
、
学
校
規
模
適
正
化
に
向

け
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
第
１
期
中
に
近
隣

校
と
の
統
合
が
想
定
さ
れ
た
幌
別
東

小
学
校
と
登
別
中
学
校
の
各
校
区
で

は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
有
志
に
よ

り
地
区
別
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

昨
年
10
月
以
降
、
学
校
の
あ
り
方
や

統
合
の
是
非
に
つ
い
て
議
論
が
続
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

幌別東小学校と
幌別小学校の統合に向けて

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

学
校
規
模
適
正
化
に

向
け
た
取
り
組
み

（☎88１１００）
問い合わせ　教育部総務グループ

　広報のぼりべつ2021年９月号で
は『将来における小・中学校のグ
ランドデザイン（全体構想）』の
策定についてお知らせしました。
　今号では、グランドデザインの
第１期中に予定している幌別東小
学校と幌別小学校との統合に関わ
る取り組みや今後の方針について
お知らせします。

▲地区別検討委員会の様子
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